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エクアドル通信

番場猛夫

南米エクアドルの国情については先年訪工した竹岡技

官の報告(地質ニュｰスNo.109,110)ならびに森本良

平氏のかきものなどがありおよみになった方も多いこ

とと思われる.しかしながら発展期にある中南米諸国

のあゆみは誠に激しく上記の報告はすでに旧聞に属す

ることになるかもしれ狂い.私はたまたま機会をえて

1965年6月まで工国に滞在予定で現在エクァドノレ国立

地質調査所において技術協力の任務についている.す

でに訪工してから半年になりいろいろと貴重な体験をつ

むことカミできた.はじめに述べたように現地の事情

は刻々変化を示しているので帰国の上での報告よりは

現地からの通信によって新鮮味のあるところを報告する.

1.はじめに

日本と中南米諸国間との技術協力計画にもとづいて

地質学とくに鉱床学の専門家としてエクアドル国へ派遣

(任期五年)を命ぜられ東京で夏カ月間スペイン語の強

制訓練をうけたのち螂碑奪月2鯛の深夜単身羽閏

を発っ花吹錦であるが任務の内容は漠化るもので前

任者の安達(野村鉱業)竹囲(地質調査所)森本(東大)

の3氏からもはり巷りし花こをはうか添え赦かった宙

要するにひ浮くおくれている禺であるから自分で方針

を立ててやってゆくより仕方淋溶い怒るうというζとで

ある曲心ひそかぽアンデス山脈の断繭をつくりてみ

ようと雄大抵夢を描い花ものである,租の淀っての希

望で資本地学KK艇の偏光顕微鏡と反射装置それに

薄片製作欝真一武を持参するごををOユαん(海外技

術鵜カ璃業団)が認めセくれ花ζとは何よりも心強く

うれしいことであった.上記の物品は船につんでもら

うこととし私は一通りの調査道具を携行しただけで

1年間の出張としては身軽ないでたちといってよかった.

目的地のキトｰ(エクアドルの首都)には東京発後54

時間の22目午後4時半(現地時間)に到着した.大使館

からも出迎えて頂きとまどうこともなくまずは順調

なスタｰトをすることができた.

2.その後のエクアドル

エクアドルの政治は1年ほど前から軍政委員会カミ担当

していることはご存知のことと思うがその目標は

1.農地制度の改革

2.税制度の改革

3.大統領選挙法の改正

の3点にあったということである.従来の政治は一部

の金持ちの私有物であったために一般民衆にはうるお

いの恋い腐敗政治といわれていたということである.

軍は民衆の期待をになって政治をあずかることとなった

カミ発足に当って｢軍は好んで政治を担当するわけでは

ない上記の3点が解決すれば速やかに政党政治にもど

すであろうJという宣言をしていることは注目ぽ値する､

新政権は直も紀農地改革を恋しとげたのではある秘こ

の政治体綱も古くからの伝統湯嶋るわけでは溶く.し渡

しは危機を迎克てい為わけである昔今年ぽ入りてから

もキトｰ禺並大学の学生を即心とする反軍政デそかあり

鐸ご#工

政府は催涙弾を用いでそれを鎮圧したあを大学の長期

閉鎖を断行し花｡蜜ね鯛初旬には税制度の改革ぽ関

連して生篶た政府転姦計画があり主謀者であるグアヤ

キル市の市会議貴学生などを本土から隻000次㎜も離れ

ヨた太平洋上の孤島ガラパゴス島に流刑紀拠したのであ

るか流刑脅を乗せ和船がダラパゴス島に帥つつある

とき{軍は鼠衆との離閥を抽それで一鋲をゆず資円

溝な癬決をみ施;一恕一こる灼鯛宋紀グア却寿ル市で開
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がれた国際バナナ会議の際にその議長をつとめていた

勧業省大臣を｢軍政委員会に対する忠誠に欠けるところ

がある｣との理由のもとに突如更迭してしまった､

それは会議に出席していた世界各国の代表にかなりのシ

ョックとひんしゅくとを与えたものといわれる.勧業省

大臣の更迭と前後して鉱山局長のセバジョｰス氏も更

迭され陸軍大佐の新局長が就任した.

わずか半年の間にこのような経過をたどっているので

あるが中南米諸国の革命さわぎは常識化していて国

民に与えるショックはわれわれが考えるほどのもので

は荏くたいした話題にものぽらないのである.現に

ボリビアでは学生を中心とする革命軍と政府とが40名

もの死者を出して流血の一1参事を演じている最中である.

このよう恋情勢下で9月24目にはフランスの大統領ド

ゴｰルが国賓として迎えられた.その目は朝から祝砲

が鳴りわたり官公庁舎杜は一斉に休日となり沿道

にドゴｰルを迎えたのである.エクアドルぽヨｰロッ

パの元首カ峡訪したのは有史以来のことだと聞いた.

当日は町の広場に大凝集がつめかけ夜は花火が打上げ

られ伝統を誇るカトリックの教会の鐘はドゴｰノレの休

養のために1目中鳴らすことができなかった.とにか

くその歓迎ぶりは大へん恋ものであった.ドゴｰルは

米ソ2大勢力に対抗して中南米諸国に第3勢力を樹立す

ることを旗印にかかげて中南米諸国の歴訪に立ったと

いわれているがフランスを含めてのラテン民族の意志

の統一という点では血のつ柾がりで全面的共鳴をよん

だもののこれに伴う経済力の弱体化～第3勢力の樹立

に伴ってアメリカ合衆国からの従来の経済援助は当然

打ち切られるであろうことをおそれて中南米諸国あげ

てドゴｰル案に不賛成の意を表して幕切れとなった.

さて日本とエクアドルとの関係であるカ室まずは友好

的であるといってよい.とにかく一昨年度に日本国

民は3000万ドル(100億円)という大量のバナナをエクア

ドルから買ったのである.これは米国に次いで世界で

2番目のお得意先である.この輸出額はエクアドノレ

の経済に重要な役割りを果たしていることはもちろんで

ある.バナナの輸出でその命脈を支えているエクアド

ノレにとって日本はありがたい国狂のである二私がこ

ちらに着任した際勧業省次官のフレｰレ氏は私を抱か

んばかり1こ迎えてくれたがそれはバナナの狂せる葉か

と思われるのである.日本の地質学が高度であるから

などといい気に狂ってはならぬのである.それに関連

しして面白い請がある.最近胃本のバナナ業者の親方

がエクアドルに招かれ大へんな歓迎をうけた.ドゴｰ

ルののった車で各地を引き回わされたあげく今後の買

付を頼まれたわけであるが日本には台湾バナナの攻勢

があって今後は今までのようにはゆかぬ情勢にあり

引込みがつかなくなってしまったということだ.義理

人情にあつい親方カミ赤字覚悟で船を出し散々な目にあ

って日本に引き上げたのはごく最近の話である.

町にはカメララジオ衣類とくに作業衣用綿布目

用雑貨吊狂ど日本製品がかたり出回ってはいるが.それ

らの輸入額はバナナの輸出額の比ではないのである.

以上のエクアドルの政治経済の一端にふれてみたが

鉱工業の開発がおくれているので金属製品機械類は

すべて輸入品でとてつもなく高価である.石油だけは

国産でまかなわれておりガソリンが日本の半額である

ことはむしろ驚異である.電気ガス水道バスと

いった公共料金は意外に安い.これは国民の経済力が

乏しいので値上げができずにいるためといわれている

が関係会社と政府とはかなりの赤字をかぶっているの

であるまいか.

3.在エクアドル邦人と邦人の往来

首都キトｰには日本大使をはじめ3人の館員カミっめて

おσ同工両国のかけ橋となっている.不案内な私に

対しても実によく面到をみてくれる.政治経済に関す

エ㌔□ぺ'ド公開'適リ亘(キ1㌧トｰ新皿市衛)

キ岬1旧市街のラ'胃シダの溺り�
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る新聞論調の解説の労をとってくれるのをはじめとして

珍しい行事カミあれば誘ってくれるし`こちらが日本語と

日本食に飢えている頃を見はからって招いてもくれる.

祖国を遠く離れたエクアドルも小規模ながら楽しくゆ

たかな日本人の世界がある.また中南米の在留邦人向

けに日本語のラジオ放送を分担してい亭尾崎夫妻がいる｡

これはFM放送であるので一般のラジオでは聴取でき

ぬ番組である.このほかキトｰの西方130kmのサン

トドミンゴにはF杜の作業揚がありここにユO人の周本

人雅入植し現地の植物(バナナの類)の繊緯を利用して

ロｰプの製造を行在って成功を収めている.グァヤギ

ノレにはK水産金杜の出張所があり最近K民カミ所長に就

任し漁獲と加工とが行なわれている.この像か日本

の自動車台杜(丁杜N杜)の販売店があるが今は日本

人の駐在員はおかれていない.日本の車ほ大へん好評

である.しかしながら一旦故障を起ζすと交換部品

がないのでえらい目にあうのである.この悪評に応え

て近々N杜がエクァドノレに修理工場と日本人技術員をお

くと闘いたカ茎これほヒットであ.る.日本技術の信頼

を高める意味でぜひ実現してほしいことだ'､

最近目本人のエクアドノレ訪問か頻繁のようである曲

技術関係では日本工営株式会杜が社長を先頭にして部課

長クラス7名による視察があった.これは低開発国の

工業振興のための事業として水力発電とそれを動力源

としての化学工業を進めることの可否を検討することに

あった.エクァドノレの地質調査所にも資料をとりに境

田正宣氏(地質)カミ見えた.それと前後してエクアドル

に日本の時計工場を開発して今は国民の高嶺の花であ

る時計の普及を計ろうとN精密機械のK民カ視えた.

年内にも事業に着手できそうなムｰドである.また日

本の農機具の売込みに見えたI氏はエクアドル全土を1

ヵ月視察し土壌の性質を調べそれに適するように在

来の農機具に改良を加えて日本から輸出することになっ

花よしでいずれもエクアドル政府からは太いは期待が

かけられている.これらの日本人諸氏に対する工国政

府の歓迎ぶりは常に大へんなものである.

芸能関係では10月初旬に日本映画祭が開幕され5日

間にわたって｢天国と地獄｣｢さむらい｣｢ビスマルク

砲台攻撃｣液どのシネマスコｰプカミキトｰグアヤキ

ル両市で盛況のうちに終了した.その後東京オｰケ

ストラｰ行による音楽のタカミキトｰホテルで開かれたが

これも評判は上々だったと闘いている.このほか早大

登山隊が10数名でやってきたり東京外語大スペイン語

科の女子学生3名カミスペイン語の現地訓練をかねて夏

休みを利用して来遊するなどエクアドルと周本との距

離は短かく狂ったと感晋ざるをえなv･.

同本映醐鎌(キトｰ国立犬学識堂)'

､4.地斑調癒所の設立とその前後

払カ茎受げ入れ先であるエクアドノレ国の勧業省鉱山局

の門をくくったのは到着翌目の6月23目の午前10時で

ある.最近勧業省本館の建物が手ぜまに狂ってこの

6月に鉱山局だけカミ別館に移っていた.別館は本館の

北方1kmあまりのところにあり4階建の近代的ビルで

美し〉･庭もそなえている.その目は大使館の大川氏雅

案内と通訳とをかねてくれた.局長のセバジョｰス氏

は旅の労をねぎらろてくれたうえおおげさに親日家ぶ

りを説いてわれわれを面食らわせた.そのあとで勧業

省次官のフレｰレ氏のもとに挨拶に出かけたがここで

は開ロｰ番｢巻揚博士とはエクアドル人同志のつき合い

をしたいので早くスペイン語になれてほしい.その

ためには日本大使館に近寄らないこと大川氏も通訳は

今日限りに願v'たい｣と冗談まじりに好意を示してく

れた.一ところで一向に仕事のことにはふれてこなv･.

さて翌2蝸.鉱山局に出勤すると'新しV'机と椅子が

3階に用意されており隣りには英語の話せるタイピス

トかスペイン語の教師を命晋られましたと控えていた.

今昌からは通訳なしである.鉱山局長の案内でひとわ

たり局員に挨拶をすませて直ちに実態の把握にとり･か

アンデス{脈(藺郡山脈)�
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がった.最近鉱山局の1部門であった地質部が局に

昇格して私はその地質局所属であること.地質局長は

凄芯き凄ってい扱いので蜘五編錆がかねていること曲

地質局の組織と人選とはフランスから曹ているオランジ

皿という地質屋か立案していること昔この嬢物の互事

望階が鉱山局で3葦略階が地質局であること現稜維

質局には地化学のオ減スコ地球物理のア滋一バ地質

学のエレラ(キトｰ大学地質学科教授を兼務)のほか航

空写真の前一ラン(フランスからの技術協力で最近やり

て蜜た地質屋)がいること畠蕊レラだけは工0隼前から

鉱凶局員であったが他は全部新人でこの蟻月終擦周書

れ花こ&､オ減ス鴛はパジ留学からア濠一バはサン曲

チャゴ留学からそれぞれ稀園したばかりてあるむと､

なども知ること秘で蜜た害一溶るほどこれでは秘のテｰ

㌢についで講がでなかっ花のも当然の情勢であるをわか

り施塙これは繭帥二時期紀やりて曹恕も晦想をひそか

紀快心ρ思いであった

物珍しく遇しているうも1び蝸聞秘すぎて7月3篇

はなるを新しい地質局長添就任した､｡その名をア将真

ンド鹿ラナス(紬醐舳､む狐鵡)をい簑苗専門は鉱

物学で前歴はテリｰ大学に学ん淀の南ラタクンガ

(キトｰより寓方王0⑪虻醐の小都市)でガラス繊維をつくる

工場を経営していたあいう茗次冷紀履魔書持参で周畏,

室に呼ばれ専門は何か業績に何があるか何がL花

いか等のヒヤリングである.私も英文の履歴書をたず

さえて局長室を訪問したが局長はこのときはじめて目

エ両国間の技術協力計画のことを知ったらしv､.ラナ

スは英語も堪能なのでこのときは英語で麻答した｡

専門は何かと聞かれたので造山帯に関する諸問題全般

におよぶと即座に答えた.下手に金属鉱床学などとい

ったら作業範囲がせぱめられぬとも限らない.こち

らはアニ■デスをひとわたり歩いてみたいわけだ何はと

もあれ私は到着したばかりだし海抜3000mの気圧に

なれなくてはならぬしスペイン語の勉強もしなければ

注らぬ.ここ23ヵ月はそういうことで図書室にあ

る文献を読んでいた理研究テｰマはいずれ相談したい

と申しでたらもっともだと快諾をうけ花昔

ラナスが就任して閥も匁くごちら?新聞に国立地質

調査所発恩するという兇出しで｢設立を急いでいた地

質調査所はいるいるの障害の次めに予定よりかなりおく

れて発想したカ茎その使命は重大で演)る岳このような

組織がで書た以上は皿国の開発のためにしっかりやって

ほしい辛のである珀いつものよう枢機構いじりに終わ

ら榊唯うに｣㍗畑た調子夢)ものが掲載された地

質局缶い簑のは{地質調査研設立ダ派めの暫定的組織で

あっ花を獄はじめて難解し夜次篤である竜､そして建物

にかかってい花㍑醐澱｡曲搬偽鵬r拙舶6鋤亘囎亘ぺ…ほ

はずされそこ虹ひと嵩わ立派な金文字で∵{黛破池1o

蝸｡i⑰鯛呈給碗曲幽y狐五蝸曲茗珪の標札淋がかげら

か鉱山地質学専攻ゆそスケｰラ燃料地質専攻のノビ

ジ球(ベネズ楓ラ),分析化学のバ少ガ岬閥じくシルバ

細欝が就任し総織づくψの任を終えたフランスのオテ

ンジ鵡は帰禺し淀囲幸

綿織が新レくなり予算秘決定春れ紀わかにあわだ

恋しく扱りてゆく､､所貴ゆ部屋わり購入備品の買入

れ計爾､フイ岬ルドの相談&々功わけで3･階申紀茅ナス

のかん想かい粛茄ひぴいでいる苦舳姦台のタイプ管イダ

ｰは計画書類をつくるのに休むこと淋ない苗私も購入

予定の図書のリスト作りや研究備品の品定めの相談に

あずかるように狂った.石工室の設計をレて､1階を

大幅に獲得したのはこのときである.このときはじめ

て日本政府から薄片製作器具一式と偏光顕微鏡等カミ寄贈

の条件で到着すると所長に打ち明けた.石工室の重要

性を強調して石工助手を1名操用してもらうことも約束

した､この1ヵ月の聞に机も椅子も本棚も当面必要

とするものはすべてスチｰル製の近代的備品に交替され

て新地質調査所はエクアドル国の期待をに在って希

望にみち拒船出をしたといってよかろう｡(錯は北海道支所)

国立地焚調塗所長アトムンド･ラナス筑

新股の国立地質調査所�




